
1 

 

2007年度授業改善研修参加レポート    所属（経済） 氏名 栗原 裕 

 

「研修会等名称」 

 

第 14 回大学教育研究フォーラム 

場所：京都大学 

期間：2008年 3月 26日 
 

１．研修の内容 
 
このフォーラムのことは数年前に知り、それ以降毎年参加しています。当初より

も参加者数は増加しているようです。 
 
今年度は約 400名の参加ということでした。単独の大学の開催ということを考え
れば、参加者数は相当多いと感じます。 

 
例年とほぼ同様、１日目は個人発表、基調講演／シンポジウム、懇親会、2 日目
は個人発表、小講演、ラウンドテーブルという構成でした。 

 
個人発表は、教育評価、カリキュラム、授業、FD・授業公開、e-learningなどで
した。 
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２．研修の成果 
 
FD・授業公開と授業の部会に参加しました。 
 
率直なところ、意見が異なる報告もありましたが、FD の組織的な取り組みにつ
いて、教唆をいただけたと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．授業への研修成果の反映状況 
 
学生がより意欲を持って大学生活を送るための方策について、考える端緒になり

ました。講義でそれをどのように導入するか、むずかしいところですが、もうしば

らく考えてみたいと思っています。 
 

 
学 部 長 ＦＤ委員長 ＦＤ委員会 企画・広報課長 係 

     

 

 


